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族がかならず行かねばならないのJ 3) は ， そ れが彼 ら貴族の ノ プ レ ス の対価 と し て求め ら れ る
オブリジェでもあったからだとされるOこのことを指摘した山田勝はまた， I"決闘も命をかけ






















































































I Iふたつ」 の戯曲の成 り 立ち
「ふたつ」と括弧でくった理由を述べよう。旧ソ連での伝統的な評価によれば， rアルベー













(1 956年発行の ア カ デ ミ ー版 レ ー ルモ ン ト フ 全集第 5 巻の解説は， こ れを第1の版 と 区別 し て い





戻される。レールモントフはさっそくこれを 4幕ものに仕立てなおし， 12 月 に再度検閲突破を













『アルベーニン』と変えたうえで別の戯曲として， 1836年10月 ， 再再度検閲に提出 し た ので あ
るOこれが第 5の版である。検閲官はまたもエフスターフィイ・オリデコープであったが，今
度ばかりはさすがの彼も，作者の熱意に感ずるところがあったのか，報告書には否定的なコメ
ントはつけ加えなかった。しかし現存するこの報告書にも「上演不許可， 1836年10月28 日 」 と
いう上書きが記されている O
本論考ではおいおい明らかにしていくが，テクスト・クリティーク的なレベ、ルの判断とは別




確認しておきたし \ 0 1981年に ロ シ ア文学研究所 ( プー シ キ ン館) に よ っ て公刊 さ れた 「 レ ー ル
モン卜フ百科』でも，戯曲「アルベーニン』は独立した項目ではなく， r仮面舞踏会」 の項 目
の末尾に追い込まれている。没後100周年を記念して 1941年に出た論集『レールモントフの
「仮面舞踏会JJに所収のエイへンパウム論文 rr仮面舞踏会』の五つの版」は，題名からも明









介する必要はないのだが， r仮面舞踏会』 の唯一の邦訳は現在では入手 し に く い う え に今後改








































































































































































































































































景に細分されているので， rア ルベー ニ ン』 の幕 と場は， 量的に はそれぞれ 「仮面舞踏会』 の
場と景に相当するといってよいだろう。そこで比較の都合上， rア ルベ ー ニ ン 』 の 内容紹介は
各幕毎にまとめることにする。
































































うな人間ではなかったのだと慨嘆する cr仮面舞踏会』の 2幕 2場 6景の独自と同じ)。また戯
れの恋と放蕩の日々の末にニーナとの愛のある結婚生活が実現したことを回想して独自する
cr仮面舞踏会」 の 1 幕 3 場 2 景 と ほぼ同一内容だが， 最後の と こ ろ に 「ふた た び<嫉妬と激怒
と>愛がうつろな胸の中で…」と，<嫉妬と激怒と>を追加)。
[3 幕] ア ルベ ー ニ ン は悪意あ る暗示に心の平静は千々 に乱れる が， と り あ えず、証拠をつ
かむことが必要だと思う。目覚めたばかりのニーナが入ってくるO不機嫌な夫に彼女は，社交
界を捨てて田舎へ行こうと，なぜ言ってくれないのか，また誰にも嫉妬せぬほど，愛にも淡泊
だと愚痴る cr仮面舞踏会』の 1幕 3場 3景のニーナのせりふの前半に同 L o た だ， I深夜の帰
宅」という状況が「朝[昼? ]の目覚めの時Jに変わっている)。アルベーニンは嫉妬は滑稽
だと言い，屈折した過去が夫婦の愛情関係に陰を落としている事情を述べる cr仮面舞踏会』







































































れを「暗黒の日」のために護符として持ち歩いていた(最後の行が， r そ の 日 は近 い 」 か ら












































大切にするものJ， I何を犠牲に し て も守る も の」 であ る の に対 し て， 女性に と っ て は どち らか

















なみに蔑まれることを気にしている cr仮面舞踏会J 1 幕3 場3 景およ び2 幕2 場1 景の ア ル
ベーニンのせりふにこれを暗示する言葉がある。『アルベーニン』でも前者と同じものが 3 幕
2 場に あ り ， 2 幕6 場に は， I妻に完全な 自 由を与えて い る 」 と い う せ り ふがあ る ) 。 舞踏会で
は，たえず入れ替わる男女の組み合わせが，絢;欄豪華な自演ショウをともに楽しむのが建て前
だから，夫たちが倍気のまなざしを向けだしたら，たしかに雰囲気はぶち壊しであろう。 18











妻が夫の愛を裏切ることは，夫の名誉を傷つけたというよりは， r愛」 と い う 高貴な も の に対


















の持ち主を登場させたことは，レールモントフがよほどこの， r決闘の美学」 に代わ る も の に
執心していたことの証であろう。アルベーニンが最後に気が触れてしまったために，決闘の機
会を失ってしまい，永遠に名誉回復の望みが絶たれてしまったズヴェズヂチ公爵とは対照的に，




































だがせめて今回だけは分かっていただきたいJ (3 幕2 場) と 要求 してい る O ま た ， オ ー レ ン








































VI ニ ー ナ の変貌と プー シ キ ン夫人ナ タ ー リ ヤ
「仮面舞踏会Jと『アルベーニン」のもう一つの大きな違いは，ニーナの形象に見られるO









すのにきまっているわJ (2 幕4 場) 。 こ れ は 「ニ ー ナ の気持ち 」 と い う と こ ろ を除 い て ， r仮
面舞踏会』におけるシュトラーリ男爵夫人の 1 幕 2場 6景のせりふと一致するOまた新ニーナ


























































ンは 4月 29日から( 5 月23 日 ま で) モ ス ク ワ に出ていて不在。
• 6 月 (夏期) プー シ キ ン家の人々 は カ ー メ ン ヌ イ エ ・ オ ス ト ロ ヴ ァ ー の別荘地へ移る O
近衛兵たちは演習に出かけており， 7 月末ま では関散と し てい る 。
• 8 月 近衛騎兵連隊が ノ ー ヴ ァ ヤ ・ ヂ ェ レ ー ヴ、 ニ ャ ( プー シ キ ン家が休息 し て い
た別荘地の近く)に駐屯。二人は昼となく夜となくひんぱんな出会いを重
ねるOダンテスはナターリヤの姉のエカテエリーナにも近づく。夏場の舞
踏会が始まる o 8-9 月 頃社交界で二人の関係が も っ ぱ ら噂に な る O






















































かったし， D.F. フ ィ ッ ケ リ モ ン の回想では， r若 く て と て も美 し い奥様に夫の同伴な し で社交
界に行くことを』許したということである jl6)。ここに述べられていることもやはり『アルベー
ニン』の内容とよく照応している o 2幕6場をのぞいてみ よ う 。 ア ルベ ー ニ ン邸でニ ー ナ を う ま
く口説いた公爵が，仮面のカザーリンにからかわれて怒って帰った後，アルベーニンがカザー


















ニーナを見ながらアルベーニンに， I... そ れに あ ら ゆ る点であれに似て い る女た ち は ま だ ま だ
いることだし。(中略)何のために我々は闘うのだ，我々のうちの一人がもう一人を殺す。そ
れからどうなると思う?コケにされるだけだ。ああいう女は舞踏会に出たらすぐ，次の情夫























そのことであった。そのとき一気に書き上げた『詩人の死』という詩が， I詩人が死ん だ ! 名
誉の囚われ人が」という一行で始まっているのは故なきことではなし」続けて， I詩人の魂 は
耐えることができなかった，/ささいな侮辱で受けた汚名を。/世の考えに立ち向かった，/
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